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近年テラヘルツ光の磁場成分を用いた高周波スピン波励起が報告され、非熱的な高速磁気

制御のための新たな技術として注目されている[1]。一方、スプリットリング共振器(SRR)にテ

ラヘルツ光を入力した場合には、テラヘルツ電場で誘起される表面電流により近接場領域に

共鳴的に増強された磁場を生成するため、高速磁気光学素子やスピンデバイスの開発への利

用が期待できる。しかしこれまでスピン波励起に用いられた例はなく、近接磁場の時間応答

や空間分布は複雑あり、SRR の共鳴増強効果やスピン励起ダイナミクスは未解明である。本

研究では SRRを作製した傾角反強磁性体 HoFeO3試料に高強度テラヘルツパルスを照射し[2]、

SRRの共鳴的な磁場増強効果、さらに非線形なスピン応答の観測に成功した。 

図 1(a)に HoFeO3単結晶上に作製した SRR 構造(Au, 厚さ 250 nm)を示す。SRR 構造は LC

共鳴が HoFeO3スピン波(AFモード)の周波数(νAF=0.57 THz)に一致するように設計し、共鳴的

な磁場増強を確認した[3]。図 1(b)は、最大電場強度 E=0.85 MV/cmと 0.29 MV/cmのテラヘル

ツパルス照射後に変化する磁化を時間分解磁気カー効果(MOKE)により測定したものであり、

10 ps以降で 2つの波形の周期に違いがあらわれている。図 1(c)は短時間フーリエ変換(時間窓

10 ps)で得られる時間-周波数スペクトルと中心周波数の時間変化を示している。低強度励起

の場合では磁化振動の周波数が

全時間にわたり一定であるのに

対し、高強度励起では約 20 psま

での大振幅で磁化が変化する領

域でレッドシフトが確認された。

高強度励起におけるレッドシフ

トは、スピン間交換相互作用ポテ

ンシャルの非調和性に由来して

いる可能性が高い。 
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図 1 (a)SRR金属構造 (b) HoFeO3時間分解カー信号 (c) 時間
-周波数スペクトル (上,中段). 各時刻でのスペクトル中
心周波数(下段). 
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